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農地の保全や整備の設計について学習する科目であり，「国土保全や環境創造に関する分野」に属する科目である。今回の学習指導要領
の改訂では，これからの農業土木設計には，持続可能な農業・農村の発展や国土保全・環境創造の視点で捉えた農業土木事業の計画
及び農業土木施設の設計が重要であることから学習内容の充実を図った。また，課題意識をもって学習に臨むことが重要であることから，プロ
ジェクト学習の意義や実践について明確に位置付けた。
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生徒が課題意識をもって主体的・
計画的に農業学習に取り組める
よう、「プロジェクト学習」の意義や
プロセス（①課題設定、②計画
立案、③実施、④反省・評価）
並びに実践例を新規記載。

農村の発展や国土保全・環境
創造を担う農業土木事業の計
画，農業土木構造物の概要や
目的、種類や特徴，性質及び
設計について学ぶ。


